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都城市文化財調査報告書第14集 をここに刊行いたします。

本遺跡の発掘調査は,都城市斎場建設事業の施工に伴い実施した

もので,者5城市教育委員会が都城市健康課の依頼を受けて行った遺

跡調査の成果です。

調査は本市文化財専門員重永卓爾氏が担当され,調査の計画から

実施,更に報告書の作成にわたり全面的なご協力をいただき,深 く

謝意を表するものであります。

また,調査に際しましては,地元公民館長をはじめ,発掘作業に

従事 していただいた地元の方々にご協力を賜わり,心からお礼を申

しあげます。

遺跡からは,縄文 0弥生・中世の遺構や遺物が発見されておりま

すが,中 でも縄文・弥生時代の住居址,同 じく道路状遺構,中世の

同状遺構は貴重であり,本資料が当地方の歴史解明のため,学術研

究資料としてご活用していただければ幸いに存じます。

平成 3年 3月

都城市教育委員会

教育長 久味木 福 市



例   言

1.本書は都城市斎場建設工事に伴う,大岩田村ノ前遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2.調査に関わる要日は,下表のとおりである。

遺跡調査番号 1 5030

調査地番   1都 城市大岩田町5449他 6筆

調査実施面積 1 4, 500m2

調査期間   I E召和63年 9月 10日 ～12月 7日

註 :遺跡番号は「市内遺跡詳細分布調査」に依る。

3.報告書に使用 した方位は,すべて真北である。

4.遺構の記号は,福岡市使用のそれに準拠 した。

SC:竪 穴状遣構  SD:溝 状遺構  SF:道 路状遺構  SK:土 坑

5.発掘調査,本書の執筆に際し次の各氏の御指導や協力を得た 制頁不同,敬称略)。

小片丘彦 (鹿児島大学歯学部口膝解剖学教授) 山峯和治 (同助教授 )

河口貞徳 (鹿児島県考古学会会長)      大橋康二 (佐賀県立九州陶磁文化館 )

石川悦雄 (宮崎県文化課主任主事)      成尾英仁 (玉竜高校教諭 )

前迫亮一 (阿久根中学校教諭)        矢部喜多夫 (都城市文化課主事)

乗畑光博 ( 同 )  大盛祐子

6.本書に掲載の遺構・遺物の実測・製図・写真撮影は,重永・持永がそれぞれ分担して行ない,遺

物の室内撮影には遠矢が当たり,執筆編集は重永が担当したが,Tab 5・ 6,IVの (1)。 (2)・ (3)

は乗畑の作成執筆に依る。

7.本遺跡に関する写真 。記録類・出土遺物のすべては,都城市教育委員会に収蔵し保管 している。

8。 発掘調査の組織は次のとおりである。

調査主体  都城市教育委員会

調査責任者 都城市教育長    久味木福市

調査事務局 都城市教育委員会

社会教育課 課  長 村中日出男

同   課長補佐 中島 康男

同   文化係長 遠矢 昭夫

同   主  事 福丸 謙二

調査担当  都城市文化財専門員 重永 卓爾

調査補助員 持永 勝美

調査協力者 青山キミエ・稲森サエ子 。川野セツ子・鎌田 伝・熊本 トシ子

坂下豊子 。曽原近良・田中アヤ子 。田中光秋・福丸梅代・福丸貞行

福丸セツ子・福丸マサエ・福丸ユキ子 。日置千枝美・平川千枝子

細山田 登 。松留義昭・松永幸一 。松永三郎・柳橋 ミサ子
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王.調査経過

大岩田村ノ前遺跡は,都城市斎場建設に先だって,昭和63年 8月 2・ 3日 の二日間,矢部喜多男 (本

市社会教育課文化係主事)に依って試掘調査が実施された。同年 9月 8日 ,本市教育委員会より筆者

に,同遺跡の発掘調査の委嘱要請があり,こ れを担当することとなった。

試掘の報告では,「同遺跡に 2× 2mの トレンチを三ケ所設置。第 1ト レンチより白ボラを埋土とし,

東西方向に走行する溝状遺構が検出され,青磁片 1点が出土。また第 2ト レンチよりは,弥生時代前

期の土器片が御池ボラ層直上で,かなりまとまった状態で検出。遺構の確認はできなかったが,周辺

には住居跡が存在するのではないかと考える。また弥生前期と14～ 15世紀の二つの包含層 (文化層 )

が存在」 したとのことで,こ の試掘に基づき,記録保存の措置をとることとなり,昭和63年 9月 10日

より発掘作業を開始 し,同年12月 7日 に終了した。

Ⅲ口遺跡の位置と歴史的環境

都城盆地は南九州に於ける構造的低地帯で,宮崎県の南西部に位置する。その東部には鰐塚山地の

断層崖,西償1を南北に地塁状の瓶台・白鹿岳が続き,その間に挟まれた地溝状の凹地を造る。北西部

は霧島火山が聾え,北部は新生代第 3紀四万十累層群上部の丘陵に囲続される。そして盆地の中心を

大淀川が北流 し,東側より萩原川 。沖水川が,西 よりは庄内川などの支流が合流して,広い沖積地を

構成 している。

地史的に見ると,四万十累層群の隆起後に陥没が起こり,山 間の低地はやがて山間湖と化 し,湖底

には砂礫が厚 く堆積 した。また阿多 。加久藤・姶良などの火砕流や礫・砂 。泥からなる地層で埋めら

れた。この間,新第三期鮮新世には,盆地西佃1の長尾山・丸山・高之峯・母智丘付近で安山岩質溶岩

が噴出する。洪積世になると;姶良火山噴出物である入戸火砕流 (シ ラス・石灰層)が,山 間湖を埋

めて行 き,浅湖にはさらに周囲の山地より砂礫・シラスが流入し,水成 2次シラス (砂・シラス・粘
上の瓦層)が堆積 した。その後に大淀川の頭部浸蝕が盆地の北端に達して,狭陸部に観音瀬が穿たれ

湖水は次第に排水が進捗 して行った。このようにして,浅 くなった湖底は幾つかの開析谷を造 り,や
がて台地・河岸段丘・扇状地などが形成された。

盆地の東半は沖水川が扇状地を造 り,その西半は庄内川・横市川に依って台地が分断された。その

後の第四紀更新世には,霧島火山が噴火を開始 し,こ れに依ってローム層・クロボク (黒色火山灰)・

ボラ層 (降下軽石)な どが盆地の全域に形成され,降って文明 8年 (1476)の 秋には,桜島が噴火し,
このTephraも 県内に広 く分布している。

当遺跡は宮崎県都城市市街地の南部にあたり,大岩田町字「村ノ前」に所在する。大岩田村ノ前遺

跡は,都城盆地南部の平原状台地下を梅北川 。大淀川が北流合流している,こ の地点より南に約620m

で,標高158mの 台地の東縁に位置 し,周辺の沖積低地との比高差は大略18mで ある。この附近の著

名な遺跡では,南側の今町の「五十市遺跡」や国指定の「一里塚」などが所在している。

大岩田なる地名の初見は,南北朝時代の城名として,「大岩田城」 。「大和田城」の記載があり,

-1-
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当時は「島津荘南郷」に属 していた。この城には南党の肝付氏に与同の「平山式部少輔行言」という

者が拠っていたごとくで,ま た暦応 2年 (1339)4月 13日 当城が落城したことも知られる。この城域

は当遺跡より北西に400mの 台地上と伝承される。

戦国期には都之城 (北郷氏本城)の城下 (本戸)五回 (いつ くち)の一つで,「大岩圏口」 と称 し

て番衆がおかれた。これは近世に入っても存置され,都城島津氏領の行政単位として再編機能し,番

頭のもとに曖・横 目・庄屋などを置き支配させた。また江戸幕府の巡見使 も,志布志より今町をへて

この大岩田を通っている。このように当地は古 くより内陸交通の要衝にあたっていた。この遺跡の西

南部字「村ノ中」には寺院址と伝わる所 もあり,い までも軽石製中世の五輪塔の残欠などが散乱して

いる。ともかく遺跡の周囲には都之城llLを はじめ天長寺・竜峯寺・二厳寺 。本覚寺・須玖東大明神な

ど古刹・古社址 も多い。

近世の遺物では,同 町の工利に所在する石灯炉の竿石に,「千時寛文十二年壬子四月八日,」 の紀年

銘があ り,「奉造立石燈籠一基,為念佛講人敷菩提也」また「本覚寺三世教蓮社頼誉和尚」と刻し,

さらに多 くの武士 。庶民の交名がみられ,該地の時宗念仏講の存在を物語っている。また既述の大岩

田城址伝承地の西側には,近世初頭武士の墓塔が倒置され,その東南部に建てられた自然岩の石塔の

銘文に,「賓永八年 (1711)四 月八日南無大日如来・天満大白在天神・南無観世音菩薩 飯隈山久徳」

とあり,同様の石塔が都島町旧公民館入口にも存在する。これには「虚空蔵菩薩 庚寅 飯隈山久徳」

と刻 してある。後者は干支より宝永 7年 (1710)と 判明する。飯隈山は松由にかつて存在した飯隈山

飯福寺照信院のことと推定される。この寺院は京都天台宗聖護院の末寺で,本山派修験の道場であっ

た。以上は何れも当地に於ける仏教の展開を知る好資料といえよう。

このように,本遺跡の周辺には縄文・弥生時代はもとより,中世・近世の遺跡も多存 しているもの

と推測される。因みに現在の大岩田町は昭和45年 よりの都城市行政区画の称である。当町は市の南部

にあたり,南は今町,西は五十市,北面は都島町,東は下長飯町に隣接し,国道269号 。10号線の分岐

点でもある。なお10号沿いには都城警察署の大岩田検問所が所在 している。

参考文献

島津家本『前編旧記雑録』丹九 近世後期成立。

角川日本地名大辞典編纂委員会『日本地名大辞典』45宮崎県 1986.10。

宮崎県『宮崎県史』資料編 考古 1 1989.3。

拙編『都城島津家史料』第 1～ 3巻。
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亜□発掘調査の記録

調査はグリッド法に依 り,10× 10mの メッシュに区画 L,東西方向をX軸 に,Y軸 は磁北線に一致

させた。この北西端を基点に,XY軸 それぞれ算用数字をもって標記した。また調査区内を象弦に準

じて I～ Ⅶの 4区 に分ち,東西・南北に巾 2mの土層観察畦を存置することにした。

該地は永年畑地に利用されており,耕作に拠る攪乱が予想され, また種々の制約 もあって重機を導

入した。第 I層 (耕土)の排土作業を北半のⅡ・ lll区 より行い,続いて南半の I・ IVへ と進め,その後

に手掘 り作業に入った。予察されたごとく,耕作に依る破壊は ,御池ボラ層まで達している所 もあった。

遺構の検出は,先ずⅡ区で道路状遺構 (SFl)・ ピット群・竪穴状遺構 (SC2)の 北側の一部

を,Ⅲ 区の東部にビット群・竪穴状遺構 (SCl)。 道路状遺構 (SF2～ 5)。 土坑 (SKl・ 2)

が確認された。しかしその西側は深度も浅 く,耕作に依る破壊が甚 しかった。王区よりはSC2の 南

側とピット群,IV区 も同様のビット群が, また東縁の最深部より縄文晩期の土器片 。打製石斧などの

出土をみた。さらに調査区南端より溝状遺構 (SDl)が 確認されたが随所に破壊が及んでいた。な

お本調査区外の南佃1の覆土保存区域に, 2× 5～ 10mの 5ト レンチを設定し,その西南縁より竪穴状

遺構 (SC3)お よび道路状遺構 (SF6～ 8)を検出した。また各遺構,各地点の包含層より出土

した遺物は,その数こそ決して多 くはないが,縄文後期～弥生後期・古墳時代・古代 。中世・近世に

亘っている。

/145
●
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,
γ

`■■

2  3
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Flg.2 大岩田本寸ノ前遺跡調査区および遺構分布図
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1.層序

大岩田村ノ前遺跡は大淀川と梅北川の合流地点より南におよそ620mで ,標高約158mの 台地の東縁
に位置する。この河川の沖積低地との比高差は大略18mでぁる。調査区の土層は南北方向では,北 よ

り南へ傾斜 し,ほぼ中央で最深部を形成 し,東西方向は,東部の崖に向かうほど漸次その傾斜を増加

させている。当遺跡の土層の層序は次のとお りである。

第 I層 :表土 (耕土) 灰オリーブ色を呈 し,地形の平坦化・耕作を目的として,人為的にそれが

繰 り返 されている。調査区内で14～ 57cmの厚さを計る。

第Ⅱ層 :灰白色降下火山軽石層 文明年間の桜島に起源を有する降下火山軽石。自然堆積は部分的
に厚 さ 3～ 5 cm残存 している。

第Ⅲ層 :黒褐色土層 腐植を含み,弱粘質の砂質土。13～ 48cm。

第Ⅳ層 :御池ボラ混茶褐色土層。13～ 44cm。

第V層 :暗黄色降下軽石層 霧島火山系噴出の軽石で,通称御池ホラ。33～ 46cm。

第Ⅵ層 :漆黒粘質腐植シル ト層。厚さは29～ 31cm。

第Ⅶ層 :オ レンジ色ガラス質火山灰層 通称アカホヤ。30cm～ 。

第Ⅷ層 :黒色弱粘質細粒腐植土層。

第Ⅸ層 :褐色土層。

第 X層 :シ ラス層。

と続 く。遺物包含層はこれらのうち,Ⅲ・ IV層で,縄文・

弥生時代の遺物はⅣに多 く,同期の遺構の検出面 も同層お

よびV層 に属する。また中世のそれはШ層に顕著である。

なおⅣ層の厚いところは 2層 に分たれるが,下位ほど御池

ボラの混入度合が大 きく,V層 えの漸移層を形成 している。

いまこれを便宜,土層断面図ではⅣ′と標記 した。

5-5区 +4-5区 (北壁)
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Fig.3 大岩田村ノ前遺跡土層断面
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Fig.5 南北方向東壁土層断面図

9   v   am

Fig.4 東西方向南壁土層断面図
I:表土 (耕土 )
Ⅱ :文明期桜島降下軽石層

Ⅲ :黒褐色細粒土層

Ⅳ :御池ボラ混茶褐色土層 (llltt V)

V:御 池ボラ層
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2.縄文時代の遺構と遺物

(1) SP(F ig.6・ 7, PL.1～ 4) この Pit群 は縄文・弥生期の遺構と推定されるが ,
便宜ここでふれることにしたい。調査区内より約3,000余 の Pit(土 坑 も含む)を 検出した。確認
面はすべてV層 (御池ボラ)よ りである。分布はⅢ区の西側が深度も浅く,現代の耕作による攪乱を

うけているせいもあって,東部の斜面のみ害Jと 保存がよく,小群をみせたが,大略は全調査区に周密
である。供伴遺物 も僅少で,如上の遺構で出土したのみである。 Pit群 は縄文・弥生両期にわたる
遺構には相違ないが,切合い激 しく遺物も極少であり,ま た規矩性に乏 しかったので ,そ の性格 ,

機能など特定できなかった。今後はその規模・形態 。埋土の分析など緻密な検討を重ねたい。なお各

地点の包含層の遺物ついては後項で述べる。

し

もム:

|

ヽ
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い
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σ

Fig,6 Ⅱ区遺構平面図
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Fig.7 Ⅲ区遺構平面図



(2) SCl(F ig.8, PL。 6) Ill区の東側より検出された竪穴状遺構である。この遺構の

西恨1は耕作による攪乱があり,東佃lも 樹根などによる土層の分解が著 しかった。壁や側溝などの確認

はできなかったが,柱穴と推定されるPitの 配置,出土遺物よりみて縄文時代の竪穴遺構と推定し

た。

確認面はV層 (御池ボラ層)で ,平面観は長軸方向を南北に,長辺3.10m,短軸2.70mを 測る。柱

穴と推定される 9個 の Pitは およそ長径36cm,短径30m,深 さ20～ 30cm程であった。この北東に位

置するPit,東 西径34cm,南北径36cm,深 さ23cm(検出面より)の覆土中より完形の椀形土器 1 4El

が出上 した。遺構の床面に比定される部分は,あ まり固くなく北東に 9度の傾斜を有する。

出土遺物 (F ig。 9, PL.18)

縄文式土器 上述の Pit覆 土内より出土した。これは小形椀に属 し,日径12.5cm器 高6.5cmを計

り丸底である。色調は浅黄色または灰褐色を帯び,器外面の調整はナデや部分的には横方向のミガキ

が観察される。器内面は丁寧なナデが明瞭で,胎土には小粒の軽石礫を混じている。

メ/
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SCl平面・断面図
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0                                                                              1 0cm

Fig.9 sci出 土の縄文式土器
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(3) SKl(F ig。 26,27, PL.13) Ⅳ区の東南部で検出された。確認面はⅣ (御池ボラ混

暗黄色土)よ りで,平面形態は不整楕円形を呈する土坑である。既掘部分の規模は長軸1.46m,短軸

(0.80m但 ,既掘部分),深 さ56cm(標高156,320m)を 測る。埋土は 4層 に分かれ,上層より御池ボ

ラ混褐色土層 (や や軟),径 5 mm内 外の御池ボラを含む褐色土層 (やや硬),径 l mm位の御池ボラ混褐

色土層 (硬),下層は木炭粒混入褐色土層 と重なる。底面の北側は少 し深 くなり,径 4 mmの 御池ボラ

を含む暗褐土で聞い。この上面に御池ボラの細粒がブロック状に存在 していた。掘形最深部はIV層 ま

で達していたが,遺物の出土はなかった。

SK2(F ig。 26・ 27, PL。 13) SKlの 北側に隣接 しⅣ層より検出された土坑である。西縁

をSF5に 切 られているが,平面形態は不整楕円で,長軸1.12m,短軸 (0.5m但 ,既掘部分),深 さ

40cm(標高156,320)の 規模をもつ。埋土は単純な 2層 をなし,上層は御池ボラ混明褐色土層で,そ

の北端に御池ボラ細粒混入暗褐色土,同 じく御池ボラ混入褐色土 (硬)がブロック状に入 り,そ の下

層は御池ボラ混褐色土層である。この土坑も掘形はⅥ層に及んでいた。

出土遺物 (F ig。 10, PL.19)

縄文式土器 SK2の 西縁の 2層 より復元可能な小形鉢 (標高176.26m)が 出土 した。これは推定

で回径 (1lcm),底径 (5。 3cm),器高 (11.3cm)を 測 り,調整はタテ方向のケズリ状ナデやヨコ方向

のナデが顕著である。色調は器外面で黒褐色または褐色を呈 し,その一部には煤が付着 している。器

内は浅黄色に黒斑がみられる。また胎土には透明鉱物や砂粒を含んでいる。なお縄文期に属すると推

定される道路状遺構 (SF6)が あるが,それは便宜別項に述べる。

o                                10cm

Fig.lo SK2西縁出土の縄文式上器
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3.弥生時代の遣構と遺物

(1) SC2(F ig.11, PL.7～ 10) Ⅱ区の南倶1(2-5・ 6区 )の Ⅳ層より確認された。
しかし遺構の中央を北東に走行する現代の攪乱をうけているなど,現況は決して良好ではなかった。

遺構は壁と推定される部分が僅かに残存するのみで,側溝などは不分明であったが, Pitの 円形に

まとまる配置や遺物の分布状態 (水平・垂直),上層などより竪穴状遺構と推定 した。平面観は径お

よそ4.60m内外の円形と思われる。 Pitは 切合いなど複雑な様相を呈していたが,柱穴と推察され
る外側 Pitは 径34～ 38cm,深 さ40～ 60cmで ,内側のそれは径30～ 40cm,深 さ30～ 59cmの 間を測る。
Pitの 深さは検出面 (V層 )か らである。また各 Pitの 覆土には多少の土器片や微粒の炭化物が

認められた。さらにPitは 主柱穴・側穴・建替穴など明確にできなかった。なお出土遺物はIV層 に
ほぼ集中しているので,こ こが床面に近い部分と推定される。
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Fig。 1l sc2平 面・断面図

面 判乳mm

―-13-―



出土遺物 (F ig,12-③～⑤・ F ig。 13-⑥ oF塘。14-⑦, PL.21・ 22)

弥生式土器 (③～⑦) 3は 甕の回縁で,肥厚 した口縁突帯に下面より上に弧を描 く曲線の突帯が

接合 している。器外面は灰色,器内面は灰オリーブ色を呈する。器内外ともに横位の工具ナデである。

胎上には石英・不透明鉱物がみられる。

4甕の胴部下片で器外面は黒色を帯び,内面は淡橙色の色調である。外面の調整は縦位のミガキ,

内面は丁寧なナデないしミガキが施され堅緻である。胎上の鉱物は 3同様である。なお突帯のキザミ

は比較的長い。

5甕の胴部片で器外面は灰色を呈 し,煤が付着しており,内面は青灰色である。外面の調整は明確

でないが縦位のミガキと思われ,内面は横位のナデ手法がみられる。胎土には石英・不透明鉱物を混

じている。なお突帯のキザ ミは短い。

6図上復元を試みた。器種は甕で復元口径 (30.Ocm),底径 9。 9cm,器高 (33cm)を 計る。日縁部は

内斜する部分とほぼ平滑なところがある。口縁部とその下位および月同部に 2条のキザミ突帯をめぐら

せている。また底部は外に強 く張 り,底裏には棒状の圧痕がみられる。器外面は灰オリーブ色を帯び,

煤が,膠着 しており,内面は淡橙色である。調整は胴上半は横位のミガキ,胴下半は縦位のミガキで ,

内面は丁寧なナデ 。ミガキが看取される。胎土には石英・黒色鉱物を含んでいる。

7こ れも図上復元 してみた。復元口径 (40.4cm),底径 7.8cm,器高 (41.3cm)を 測る割と大ぶり

の甕である。口唇部は内斜 し,日縁部の上面には偶数の突起が貼付けてある。日縁部に 2条の無文突

帯をめぐらす。また胴部にも同様の 2条の突帯がめぐるが, この一部は上面に弧を描き,日縁部の突

帯と接合させている。色調をみると,器外面は灰褐色および橙色で内面は浅黄色を呈 し,器面の調整

は外面の胴部には縦位のミガキ,器内面は丁寧なナデないしミガキがみられる。胎上には石英などの

鉱物が目立つ。
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Fig.12 SC2出 土の弥生式土器 (1)
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0                                          1 ocm

Fig.13 SC2出 土の弥生式土器 (2)
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(2) SC3(F ig.15。 16, PL.11・ 12) 本遺跡の調査区外の西南部 (-1-14・ 15区 )よ

り確認された。この地点も現代の耕作に依る土層の攪乱が及んでいた。遺物はIV・ Ⅳ
′
層に顕著で ,

Pitは V層 より検出した。壁 。側溝 。炉址などは不明であったが, Pitが円形に内外二重のまと

まりを有し, また少量ながら遺物もまとまって出土 したので,竪穴状遺構 と推定される。平面観は約

3.60m内外の円形プラント思料される。 Pitは 主柱穴 。側穴 。建替穴などが考えられるが,断定す

るには至らなかった。外側の柱穴は大略その径23～ 26cm,深 さ17～ 34cm,内 側の Pitは 径約20～ 25cm,

深さ20～ 22cmを 潰1る。またこの遺構の東に偏 して不整形の長辺100cm,短 辺75cm,深 さ27cmの規模を

もつ土坑が検出されたが,その埋土には微粒の炭化物を混じているものの,焼土などは存在 しなかっ

た。これは位置や覆土よりみて炉址とみるには疑間があり,貯蔵穴とも思われるが判定 しがたい。出

土遺物はこの遺構の東南部には片寄 りをみせている。        ・
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B′

LH-158,000m

W
A′

LH-158,000m

I表 土 (耕土 )
Ⅱ 白ボラ層 (ナ シ)

Ш 黒褐色細粒土層

Ⅳ 茶褐色土膚

Ⅳ
′
御池ボラ混暗黄色土膚

v御 池ボラ層

Flg.16 Sc3北壁土層断面図

出土遺物 (F ig.7-③・ F ig。 18-⑨・F増。19-⑩, PL。 23～ 25)

弥生式土器 (③～⑩) 8は 広口壺の口縁で回径30.5cmを 潰1る 。器外面はにぶい褐色を呈し,内面
は褐色か橙色の色調である。器面の調整は,外面でミガキないし丁寧なナデを施し,内面ではナデ仕

上げが顕著に看取される。胎土には黒雲母・石英などが含まれている。

9も 甕で復元径 (29cm)を 計る。日縁部を肥厚,強 く屈曲させ丁度たなごころを内傾させた形状を

有する。国縁下には体部との調成の工具痕が列点のように残存する。胴部には4条の突帯が附されて

いるが,こ れは各々貼付けの際の爪痕と思われ,その下より胴部はまるく張る。色調は器外面はにぶ

い褐色で煤が付着し,内面は暗褐色を呈する。調整は外面ナデ,内面は丁寧なナデないしミガキが施

してある。なお胎土には透明鉱物が含まれる。

10器種は甕に属し,復元口径 (221 0cln),底径6.6cm,器高 (23.lcm)を 測る。口縁部をたなごころ

を内に曲げたような形状を呈し,胴から脚台へとすぼまり,脚台の裏縁には 1条のくぼみがある。器

外面は浅黄色を帯び煤が付着している。器内面は暗灰色で,こ れはこげ付と思われる炭化物の1寮着が

ある。器外面の調整は縦位のハケロ (5本 1組 ?)が明瞭にみられ,内面はナデ仕上げである。胎土

には如上の土器にはみられない角仄石を多く混じている。

-1-14区
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Fig.17 SC3出土の弥生式土器 (1)
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Fig.19

0                          1 0cm

― ―

SC3出土の弥生式土器 (3)
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4.道路状遺構

(1) SFl(F ig.4・ 5・ 20・ 21, PL.15～ 17)Ⅲ 区の北縁より確認された道路状遺構であ

る。走行は南西一北東で,検出全長96.70mを 測 り,主軸 N-41°― Eよ り6-2区 で N-44° 一 Eと

向きを東に 3°振ってお り,上面中は北東に走行する程狭小 となる。掘形はⅢ下層から明瞭で,その

埋土の上層は,自 ボラ径 1.5～ 2.Ommを 混 じる黒色・暗褐色土 との混土層 (I十 Ⅱ十Ⅲ層),下層はか

なり厚 く文明降下軽石 (Ⅱ 層)が堆積 していた。最下層は黒色の粘質土層 (御池ボラ粒を多少混ずる

部分 もある)が掘形の底を巻 くように填土し,最深部 (底面)に Pitが 検出された。
Pitは V層 (御池ボラ層)よ り掘 り込まれ,覆土は硬 く御池ボラを少 し混ずる褐色土層である。
このPitの上縁・掘形の側面には,鉄錆色を呈 していたが,こ れは酸化鉄に依るものと思われる。 S

Fl・ Pitの 掘形の形態は共に椀状である。 Pitは 基底部 (硬化面)の南西一北東方向に沿って

並び,そ の形態はほぼ楕円ないし円形を呈して,68イ固が確認された。規模は長径30～ 60cm,短径28～

40cm,深 さ20～ 30cmの 間を計 り, Pitの中心間隔は約65～ 70cmを 数えた。なおこれに伴う他の遺構
は存在 しなかった。

D′

LH-158,000m

表土 (耕■ )

白ボラ層

黒掲色細粒土層

茶福色土層

御池ボラ混暗黄福色土層

御池ボラ膚

漆黒粘質土膚

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

ⅥI+lll tt v(ハ ード)

V(や ゝカクラン)

Fig.20 SFl南西壁堆積土層断面図 (上 :6-1区 ,下 :0-7区 )
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出土遺物 (F ig.22～ 25, PL.26～ 29)

遺物は白ボラ層 (正 層)の上半にも出土したが,こ の層は後世の攪乱が及んでおり,主 に近世のも

のが多 く,自 ボラ下の黒色粘質土層よりは土師質・須恵質土器および14C末 ～15C中葉頃とみられる

中国磁器を包含 していた。これらは遺構の年代推定に手がかりを与え,ま た僅か一点ずつであるがこ

の層より人歯・銭貨などの貴重な資料も得た。総点数29点 を数えたが,そ の主なものを次に掲示する。   ′

挿 図 図 版 区・層
別
種

種
器

測定値 (cm)
色 調 特 徴 胎  土 備 考

口径 底径 器高

22-11 26-11 6-lⅣ 器
鉢

土
深

④

Θ
暗褐色
褐色

① 斜方向ナデ
Θ 不整方向工具ナデ

黒雲母・石英
透明鉱物

西平糸,
縄文後期中葉

22-12 26-12 3-4 Ⅳ 土  器 ①O浅黄色 デナ
デ
横
ナ
④
Ｏ

石英・

透明鉱物
弥生中期後半

23-15 27-15 1-6白ボラ下 須恵器? ④④ 暗灰色
④ 平行タタキ
O清海波 (同心円)タ タキ 長石含む 平安期

23-16 27-16 4-4白 ボラ下 須恵器
甕

① 黒灰色
⑥ 灰色

キタ

キ
子
行
格
平
①
⑥

石英・

軽石混る
平安期

23-17 27-17 0-7自 ボラ下 須恵器
甕

① 灰掲色～青灰色
Θ 淡褐色

④平行タタキ,横位のナデ,自然釉
〇ヘラ横位のナデ,自然釉

石英・
小石混り

平安期

23-18 27-18 4-4 白ボラ下 須恵質
鉢

①⑥ 濁灰色
①
Θ

ヘラ状工具横位のナデ
ナデ

石英,
砂粒混る

東播系13C

23-19 27-19 0-7白 ボラ下 土  器カワラケ (7.0) ④◎ 橙色
①⑤ ナデ,見込みロクロロ痕,
ヘラ切り底

長石混る

3-20 27-20 2-6ビ ット内 器
杯

土
土

④O浅黄色 ①⑤ ナデ,ヘラ切り底 ? 茶褐色鉱物
含む

磨耗甚しV

23-21 27-21 4-3白 ボラ下 土 器土師碗
高台径

圏 ①④ 橙色 ④⑤ 丁寧なナデ 長石含む

23-22 27-22 1-6自 ボラ下 土  器土師碗 ?
④⑤ 浅黄色 ④⑥ ヘラ横ナデ 角灰石混る

24-23 28-23 2-5白 ボラ下 磁 器
碗

(14.4) ④⑤ 淡青緑色
端反り碗,
O① 釉貫入あり

，色

良

自

精

灰
舶載磁器14C末
～15C中葉

24-24 28-2 5-3 磁 器
皿

①⑥ 淡緑色
稜花皿,Θ 口縁下三条の沈線,
腰下焼成不良

暗灰色,
橙褐色

舶載磁器15C～
16C中葉

24-25 28-25 4-3 磁 器
青花皿

④⑤ 青自色
鏑皿,① ⑤ に三重圏線,
如意頭文

灰 自色
舶載磁器16C中
葉～16C末

24-26 28-26 0-7 器
瓶
陶
土

④Θ 明褐色 ④ 下面ロクロ痕,底煤付着 赤褐色,
自色鉱物含む

薩摩系,
近世後期

24-27 28-27 0-7 陶 器
碗 欝

① 腰部上灰白色,
下灰leJtt Θ 灰自色

高台露胎,見込みに砂粒1参着
〇 釉貫入,釉かけわけ

，色
良
褐

精

明
薩摩系,
近世後期

24-28 28-28 0-7 陶 器
鉢

①O灰茶褐色 口唇部目痕,
① EIl縁下火ぶくれ

赤褐色,
自色鉱物含む

薩摩系,
近世後期

T ab.l SFl出 土の遺物 (l)

挿 図 区・層 器 種
定  値 (cm)

調色 材 質 備 考
長 (最大 ) 幅(最大) 厚 重量 (9)

25-29 2-5 器
片
石
剥

0.35 半透明黒色 黒曜石
Pit内

石鏃脚部 ?

25-30 3-4白ボラ下
器
石
石
砥

6.25 0.60 10.64
④ 明褐色
⑮ 暗褐色

砂岩
Θ

⑮
面に玉砥石状の擦痕
面は磨痕

25-31 2-5 1V 器
状核
石
礫

121.98 灰褐色 砂岩 SFlの掘形より

25-32 4自 ボラ下 銭 貨
外縁外径
(2.50)

内郭内径
(0.60)

外縁 厚
0.15

淡緑青色
陽鋳銘「天回回質」 ?
淡緑青色 鋳技は良好

25-33 34白ボラ下 人  歯 (0,70) ① 淡緑色・⑥ 灰白色 エナメル質
緑青沈着?歯冠部のみ残存
第3大臼歯

T ab.2SFl出 上の遺物 (2)
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Fig。 22 SFl出土の縄文・弥生式土器
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0                                     10cm

出土の舶載磁器 。近世陶器
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Fig.25 SFl出 土の石器類・銭貨 0人歯
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遺 構 No グリッド 検 出面
規 模

出土遺物 備 考
上面幅 底面幅 深(底面標高m)

SFl 0-8～ 6-1 Ⅲ
2.30
1.60

1.10

0.75
0.90(157.100)

0.60(157.400)

検出全長96.70m
縦列のPIあ り
遺物は古代末～中近世

SF2 7-4 Ⅳ 0.86 0.50 0.24(156.200) 0
全長2.00m
第 1711化面

SF3 6-4.5 Ⅳ 0.50 0.30 ―(156.815) 0
全長3.30m
硬化面上

SF4 5-5～ 6-5 Ⅳ
2.00
0.70

0.75
0.42

0.40(156,100)

0.20(157.015)
l

全長2150m
PIあ り
上師小片

SF5 6-5 Ⅳ 0.30 0.30 0.16(156.580) 0
全長3.30m
硬化面上

SF6 0-14・  1-16 Ⅳ 0.55 0.25 0.04(157.020)
全長19 20nl
P■あり
縄文土器小片

SF7 0-15 Ⅳ 0.20 0.16 0.03(157.990)
全長0.35m

SF8 0-15 Ⅳ 0.54 0.40 0.05(157.930) 全長2.00m

T ab.3 道路状遺構一覧表

S Fl(N-44°―E)

S F3(N-8.5°―Wl
|―
SF(N62.5° ―E)

S Fl(N-41°―E)

S Dl(N71° W)

S F6(N-23°―W)

S F7(N-28° 一E)

S F2(N-61° W)

‐ゝ胤ざJ
S F5(N-48.5° ―E)

14

Tab.4 SFl～ 8,SDl主軸方向模式図
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(2) SF20305(F ig.26・ 27, PL.13) これらは何れもⅢ区東南側に集中して検出さ

れた。 SF2 枝道状の硬化面,全長2.00mを確認 した。西側は攪乱のため不明。 SF3こ れも同様
の小規模のもので,硬化面を3.30m検出した。なお両端は破壊されていた。 SF5。 SF4に沿う形
で硬化面3.30mを確認した。以上の 2・ 3・ 5道路状遺構からは遺物の出土はみなかった。

(3) SF4(F ig。 26・ 27, PL.13) 上記同様にⅢ区内の南縁より確認された。 SFlに次
ぐ規模を有し,検出全長21.50mを 測る。最深部の南側は溝状の掘形が存し,底面は硬化しており,
これは平坦部に向かうに従い掘形も不分明となり,やがて枝道状の硬化面のみが残存していた。深部

(南倶1の )に 巾35cm長 さ60cmの硬い土橋状の段が存在し, また西側の傾斜面にPitが 7個検出され
た。これの形態は楕円形を呈し,規模は長径35～ 45cm,短径20～ 30cm,深 さ8～ 8.5cm, Pitの 中

心間隔60～ 70cmを 測った。 PitはⅣ～V層 より検出され,その埋土は御池ボラ粒を混ずる暗褐色で
すべて硬く,ま たこのPitも SFlPitと 同様に,鉄錆色が観察された。なおPit内 より土師
質の極小片が出土したが,図示できるようなものではなかった。

/4ヽ

0                            10m
)

Fig。 26 SF2～5,SKl・ 2平面図

表■ (耕■ )

自ホラ層

黒掲色細崚土層

茶掲色土層
′
御池ボラ滉暗責褐色土層

御地ホラ層

流黒お質土層

1 赤ホヤ層

F:g.27 SF2～ 5西壁土層断面図
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(4) SF6(F ig。 28029, PL。 14) 本遺跡の南西部

の調査区外より検出した。これも枝道状の小遺構で,南端の崖

に落ちる傾斜面ではⅥ層 (漆黒粘質土)に硬化面を確認。この

部分は僅かながら溝状の掘形が認められた。これは北側に登る

に従い,Ⅳ層の上面に硬化帯 として検出された。この傾斜部分

にほぼ円形の 7個 の Pitが みい出された。これは長径25～

30cm,短径25m,深 さ10cm程度を計 り縦に連なる。またこの遺

構の北西部は,現代の耕作により寸断してお り,それより先は

消滅 していた。なお 1区南端に SDl(溝 状遺構)が検出され

たが,攪乱が甚だしかった。時期は近世後期のものと思われる。

Fig.28 SF6平面

SC 3
く

ゝ
ＳＦ８

・縦断面,SF7・ 8平面図
116区

LH=158,000m

I 表土 (耕土)
Ⅱ 白ボラ層
Ⅲ 黒褐色細粒土層
Ⅳ 茶褐色土層
Ⅳ
′
御池ボラ混暗黄褐色土層
V 御池ボラ層

c′
 Ⅵ 漆黒粘質土層

LH-157,000m
W
A′

LH-158,000m

1キ

=尋

辞
〓轟

W
B

LH-158,000m

Fig.29 SF6～ 8北壁土層断面図
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出土遺物 (F ig。 30-⑬⑭, PL.26)

縄文式土器 南縁の傾斜する硬化面直上で検出された。何れも小破片であるが,13は器外面は褐灰
色,内面は浅黄色を帯ぶ。胎土には透明鉱物・赤色鉱物が含 まれている。14は外面は黒色を呈 し,煤

が付着 している。器内面は灰褐色で,胎土に透明鉱物を混ずる。

(5) SF708(F ig。 28・ 29, PL。 14) SF6同 様の調査区外で検出したが,現代の攪乱
が甚だしく, SF7は 硬化面 0。 35m, SF8で 2.00mを確認 したのみである。ともに遺物の出土はな
かった。

o tot'
. I

Fig.30 sF 6 Hf OffiXrttt*

11

一-35-―



5口 包含層出土の縄文 0弥生 0古墳 0歴史時代の遺物

(1) 縄文式上器 (F ig.31～ 33, PL.30～ 32) 各地点の包含層ならびに表面採集に関わる縄

文土器数は決して多 くはないが,そ の内22点 を図示・表掲する。以下これらの遺物についてはIV小結

で言及することにしたい。

挿 図 図 版 区・層 器 種
測定値 (cm)

色 調 調 整・文 様 胎   土 備 考
口径 底径 器高

31-34 30-34 6-6 Ⅳ′ 深 鉢 褐色・
にぶい橙色

④ ヨコ方向の貝殻条痕
同刺突文,二枚貝l12縁 Θ ナデ

透明,自色の鉱物
4 mm程度の礫含む

市木式系

31-35 30-35 0-6 1V′ 深  鉢
外面に煤411‐着
橙色

④ ヨコ方向の貝殻条痕
同刺突文,二枚貝lla縁

透明・

自色鉱物含む
市木式系

31-36 30-36 6-6 Ⅳ′ 橙 色
④

Θ
タテ 'ナナメ方向の貝殻条痕
ナデ

透明・

白色鉱物含む
市木式系

1-37 30-37 3-7 Ⅳ′ 深 鉢 にぶい橙
褐色

①

Θ
ヨコ方向の貝殻条痕 凹線文
ナデ

透明・

白色鉱物含む
市木式系

31-38 30-38 表面採集 深鉢 ? 黒 色
④ ナデ 縄文
Θ ていねいナデ (ミ ガキ状)

透明鉱物

31-39 30-39 3-7 Ⅳ′ 深 鉢 ① 淡褐色
O灰黒色

① ナデ 沈線文
◎ ていねいなナデ

透明鉱物, 6 mm
程度の砂粒含む

納曽式系 ?

31-40 30-40 3-7 Ⅳ′ 深  鉢
色
色
橙
褐
④
Θ

デ

デ

ナ

ナ

④

Θ
沈線文 透IIJl鉱物,

自色鉱物含む
納曽式系 ?

31-41 30-41 3-7 1V′ 深 鉢
④

Ｏ
褐色
浅黄色

①

⑪
ナデ 沈線文
左方向のケズリ

透明鉱物 納曽式系 ?

31-42 30-42 表面採集 深 鉢
にぶい橙色
Θ 灰黒 9損冨l颯繁

55幣縄文, 明透

む
，含

英

物
石

鉱 西平式系

31-43 30-43 7-2Ⅳ 深 鉢
④暗褐色
⑪橙・灰オリープ

①・〇 共にていねいなナデ
ロ唇部に沈線

黒雲母 西平式系

31-44 30-44 5-2 Ⅳ 深 鉢
色褐
色
暗

褐

④

Θ
④ ナデ 沈線文
Oていねいなナデ

黒雲母・

白色鉱物
西平式系
器壁にドングリの実痕

32-45 31-45 5-6Ⅳ 深 鉢
①

⑤
暗褐色 ,黒色
灰褐色

① 口縁ヨコ方向のナデ,同下ヨコ方向
のミガキΘ ヨコ方向のミガキ,ナデ

透明鉱物・

黒色鉱物・長石
中岳式系

32-46 31-46 5-8Ⅳ 鉢・深鉢 (23.4)
① 橙色 煤付着
⑪ 灰オリーブ

④ 上,ヨ コ方向ミガキ,下 タテ
方向ミガキΘ ていねいなナデ

黒色鉱物 ,

透明鉱物 ,
軽石粒含む

中岳式系

33-47 32-47 0-1l IV 浅 鉢 (19.2)
① 灰オリーブ
O灰オリーブ

④

Θ
ヨコ方向の
ヨコ方向の

キ

キ
ガ

ガ
徴砂粒,
透明鉱物含む

黒川式系

33-48 32-48 表面採集 浅 鉢
色黒
色
灰
灰
①
⑥

④

⑤
ヨコ方向のミガキ
ナデ

微砂粒,
透明鉱物含む

黒川式系

33-49 32-49 6-7 Ⅳ 鉢 ?
① 灰色 煤付着
⑪ 黒色

キ

・

ガ

コ

①

Ｏ タテ方向ミガキ
微砂粒含む 黒川式系

33-50 32-50 0-15Ⅳ 浅  鉢
④

Ｏ
灰褐色
灰オリーブ

①

Ｏ
ヨコ方向ミガキ
ヨコ方向ミガキ

微砂粒含む 黒川式系

33-51 32-51 表面採集 浅 鉢
色
色
褐
褐
灰
暗
④
⑪

④

Θ
ヨコ方向ミガキ
ヨコ方向ミガキ

微砂粒含む 黒川式系

33-52 32-52 8-14Ⅳ 深 鉢
① 灰褐色 煤付着
Θ 灰オリーブ

デ

デ

ナ

ナ

①

Ｏ

透明鉱物,
砂粒含む

33-53 32-53 3-7 1V 深鉢 ? ④暗褐色煤付着
O浅黄,黒斑あり

④

Θ
ヨコ方向のナデ
ナデ

透明鉱物

33-54 32-54 表面採集 深 鉢
色
色
橙
灰
④
Ｏ

④ ヨコ方向ナデロ唇部に指キザミ(指爪痕)
〇 ヨコ方向にていねいなナデ

微砂粒含む 夜臼式系

T ab摯 5 包含層出土の縄文式土器一覧表
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Fig.31 包含層出土の縄文式土器 (1)
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Fig.32 包含層出土の縄文式土器 (2)
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Fig.33 包含層出土の縄文式土器(3)
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挿 図 図 版 区・層 器 種
測定値 (cm)

色 調 調 整 胎   土 備 考
口径 底径 器高

34-55 33-55 4-7 Ⅳ ④ 浅黄,淡橙色
Θ 灰色

①

⑪
ガキ 沈線あり
ガキ

微砂粒

34-56 33-56 言式2T Ⅳ 甕 (26.2)
④灰オリーブ,煤付着
Θ 灰褐色

G)上ヨコ方向のミガキ,下タテ方向のミガキ
Oタ テ方向ミガキ,上半は磨減

透明鉱物

34-57 33-57 試
2T l-5
Ⅳ
′ 甕 (30,7)

①
Θ
黒色

灰色

④
Θ
タテ方向ミガキ
ナデ

粗い,

重盟雛物・ 口縁に突起状

34-58 33-58
1-15
Ⅳ

甕
C)黒色,炭化物付着
O灰オリーブ

④ ていねいなナデ
⑪ ナデ

透明鉱物
SC2-④
との類似

35-59 34-59 2-4 Ⅳ (12.2)

④
Ｏ
橙色
灰褐色

④ ヨコ方向ミガキ 沈線あり
〇 ていねいなナデ

黒雲母

石英

35-60 34-60
-1-14
Ⅳ

(12.6)
色褐
色
暗
橙
④
Θ

①

Ｏ
ヨコナデ
ヨコナデ

黒雲母
石英

35-61 34-61 0-15Ⅳ 甕 (24.8)
④ lFJ灰 色、灰オリープ
〇 橙色

④ ヨコ方向ナデ,日唇はヨコナデ
Θ ナデ

黒雲母

石英

35-62 34-62
-1-14
Ⅳ

甕 (27.2)
④ 褐色,淡橙色
Θ 淡橙色

④

⑪
ヨコナデ
ていねいなナデ

黒雲母

石英

35-63 34-63 0-15Ⅳ 甕 (25,3)
④ 暗褐色
O褐色

④

Θ
ヨコナデ
ていねいなナデ

黒雲母

石英

35-64 34-64
-1-15
Ⅳ

甕 (16.7)
① 橙色,煤付着
O橙色

④

Θ
ヨコナデ
ナデ

黒雲母
石英

35-65 34-65 0-151V 甕
④ 淡橙 ,浅黄色
Θ 灰色,炭化物付着

C)上タテ方向ミガキ,下タテ方向ハケロ
Oナデ

石英
透明鉱物

35-66 34-66 4-2Ⅳ 甕
④
Ｏ
浅黄 ,灰白色
浅黄色

④ ていねいなナデ
Θ ナデ

粗い砂粒
目立つ

T ab.6 包含層出土の弥生式土器一覧表

(2) 弥生式上器 (F ig。 34・ 35, PL.33・ 34) 調査区内の包含層および表面採集の弥生土器

は,掲示できるものは僅少である。いまその特徴などを要括すれば下表のごとくである。なおこれに

ついての所見 も小結でふれることにする。
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Fig.34 包含層出土の弥生式土器 (1)

-41-



0                                               1 0Cm

Fig.35 包含層出土の弥生式土器 (2)
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その他の土製品 (F ig.36-⑦ o①, PL.35) 該期のものかどうか不明であるが,以下の 2点

は便宜ここに収めた。

土錘 0-7区 I層 (耕土)よ り出土 した。長さ4.6cm,中 央径1.4cm,孔径3.5cm,重 さ7.989を

測る。紡錘形の上錘で,表面の%は浅黄色を呈し,他は灰黒色である。表面は丁寧なナデで調整 して

あり,中央に円孔を穿っている。両端部には使用による擦痕がみられる。なお胎土は精良で透明鉱物

を少 し含む。

円盤状土製品 3-7区 Ⅳ層出土。外面は浅黄色を帯び,裏面は灰色を呈する。両側面に扶 り1個

ずつが存するが,片面は欠失している。調整は周辺部を打ち欠き,壁面を擦 りほぼ円形に仕上げてあ

る。胎上には石英を多 く混ずる。最大径3.2cm,厚 さ0。 75cm,重 さ5.539を計る。小に過ぎるが,土

器片再利用の上錘的要素が考えられる。

(3) 古墳時代の土器 (F ig。 36, PL.35)

高杯 調査区外の O-16区 IV層 出土。外内面ともに浅黄・橙色を呈し,杯は下面に突起 (芯)を造

り出し,こ れを脚部の上面に嵌込んである。この芯の下面には,指頭による押圧痕が観察され,脚部

の内面はヘラによるしぼり痕がある。外面は丁寧なナデ仕上げとなっている。また脚部の裾部は極端

に開く。時期はおそらく古墳時代の中期に位置づけられよう。

0                                                 1 0cm

Fig.36 包含層出土の土製品・古墳時代の土器

∩
‐――‐
Ｗ
Ψ
⑨
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挿 図 図 版 区・層
別
種
種
器

測定値 (cm)
色 調 特 徴 備 考

El径 底径 器高

37-70 36-70 4-4 1 須 恵 器
色

色

褐

褐

明

灰

①

⑤
① 格子ロタタキ
Θ 青海波(同心円)タ タキ

平安期

37-71 36-71 表面採集 須恵器椀
高台径

罐B 灰 色 9,5鵠
=R3鍾
も査まう√

えナデ,稜あり,畳 l・lを丸く仕上げ
平安期

37-72 36-72 -1-141 器
皿

土
土

④ 浅黄色
C)灰オリープ色

① ④ 回転ナデ,糸切り底,
胎土精良

37-73 36-73 0-151 器
不

土
土

淡橙色
① ロクロ痕ナデ,糸切り底
Θ ロクロ痕ナデ,胎土良

38-74 37-74 0-151 器
碗

磁
青 淡青色

①

⑪

ヘラ描文
全体貫入入る

明代前半

38-75 37-75 0-151 器
碗

磁
青

淡緑色 高台施釉,底露胎

38-76 37-76 0-151 器
碗

磁
青 淡赤褐色

① ヘラ描鏑蓮弁,全体貫入入る
焼成不良

38-77 37-77 表面採集
器
碗

磁
青

(5.1)

(4.5)
淡緑色 全体貫入,高台施釉

38--78 37-78 0-1l I 器
皿磁

磁
青

淡緑色 全体貫入入る

38-79 37-79 4-4 1 器
皿磁

磁
青

淡青緑色 稜花皿,Oヘ ラ描文,全体貫入

38-80 37-80 -1-151 器
皿磁

磁
青

灰緑色 腰折皿,全体貫入

38-81 37-81 5-6 1 磁  器
青磁小皿

(2.8)

(2.1)
淡青色 ① 蓮弁文,全体貫人,底露胎 明代

38-82 37-82 表面採集
磁  器
青自磁皿

青 自色
口唇鏑,
①Θ 型押し菊花文 全体貫入

39-83 38-83 5-6 1 磁  器
青白磁皿

(11.6)
(5.5) 淡青白色

④ 口縁下に二重圏線,
タト罹IT蓄611米h

39-84 38-84 表面採集
器
皿磁

磁
白

灰 白色 見込みに目痕,切高台,底無釉 摩耗甚しυ

39-85 38-85 表面採集
器
皿磁

磁
白

濁白色 高台露胎

39-86 38-86 2-5 1 器
碗

磁
青 (3.6)

青白色
C)文字文様?文様下に二重の圏線
C)二重圏線,見込みに印章文様,碁笥底

15C末～16C中葉

39-87 38-87 5-6 1 器
碗花

磁
青

青白色
C)日縁下一重,下部に二重圏線
C)日縁下一重,見込みに二重の圏線

39-88 38-88 表面採集
器
碗

磁
青 青白色

碗

文

り

頭

反
意

端

如
口縁下に重圏線 , 15C末 ～16C中葉

39-89 38-89 5-5 1 器
碗

磁
青

青 自色
蓮子碗,① 波濤文 ?
Θ 下面に重圏線

15C末～16C中葉

T ab口 7 包含層出土の古代 0中世土器 0舶載磁器一覧表

(4)古代・申世の上器 0舶載磁器 (F ig.37～ 39, PL.36～ 38) ここではかわらけ類 (⑫・

④),須恵器 (⑩・④),中世に中国より舶載された磁器 (④～⑩)を一括して掲示する。
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Fig.37 包含層出土のカワラケ 。須恵器 (1/1)
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Fig.38 包含層出上の舶載磁器 (1)
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挿 図 図 版 区・層
別
種
種
器

測定値 (cm)
色 調 特 徴 備 考

口径 底径 器高

40-90 39-90 5-7 1
器
皿

磁
小

高台径
1.2 灰白色

紅皿,① 下面露胎,ヘラ描菊花文
O白色bll,畳付に一部釉かかる

18C前半
月巴前系

10-91 39-91 表面採集
器
碗付

磁
染

淡青 白色
広末碗,C)高台上面に文様,高台に二重圏線,底に文様
⑪ 見込み重圏線内に文様

1780年～1800年
肥前系

10-92 39-92 0-1l I
器
碗付

陶
染

灰青色
④ 高台上面に重圏線,畳付露胎
全体貫入入る,胎土暗灰色

摩耗甚しし

薩摩系 ?

10-93 39-93 8-191
器

碗付

磁

染 (10,4)
(3.5) 淡青白色 讐輌 鰊 隋 扮 薩摩系 ?

10-94 39-94 1-131 磁  器
碗

灰自色 端反り,胎土は精良で淡白色 薩摩系 ?

41-95 40-95 6-3 1 陶  器
甕

茶褐色
④ 口唇部の凹面無釉,
胎土は石英・長石を含む

薩摩系

41-96 40-96 -1-141 陶  器
碗

(3.2)

(2.6)
淡褐色 全体施dlll,胎土は精良で灰褐色

薩摩系
龍門司窯 ?

41-97 40-97 -1-141 器
？

陶
碗

(4.1)

(3.0)

色

色
褐
白
黄

灰

④

Ｏ
高台の下面,底は露胎,胎土は明褐色で白色
鉱物が混る

薩摩系

1-98 40-98 6-2 1 器
器食

陶
飲

鵬
的高台．色，上‐ょ灰］

①
相
０ 8辮}喘瞥贅′ヽ♭」語會馬ねは繰繁晏ζを冒ξ鱚笏 薩摩系

1-99 40-99 4-4 1
器
鉢

陶
橘

色

色

褐

褐

茶

暗

①

Θ
① ロクロロ痕,褐釉,胎土は赤褐色で砂粒を含む
Θ 櫛目は縦位,一部交又

薩摩系

1-100 40-100 6-3 1 陶  器
土瓶 (蓋 )

丸 径
6.2

色
色
褐
褐
明
赤
④
Ｏ

つまみ欠失,胎土は長石・石英を含む 薩摩系

41-101 40-101 -1-141 陶  器
土瓶 (蓋 )

色

色

褐

褐
明
淡
④

⑪

つまみ欠失,褐色釉 ,
胎土は赤褐色で長石 。石英多混

薩摩系

1-102 40-102 1-131 陶  器
土瓶 (把手)

① 黒褐色
Θ 淡灰茶色

径0.6cmの円
=Lを
穿つ,飴釉,胎土は赤褐色,

長石・石英を含む
薩摩系

1-103 40-103 0-141 陶  器
土瓶 (身 )

④

⑥
茶褐色
赤褐色

④ 下面無釉,胎土は赤褐色で長石が混る 薩摩系

1-104 40-104 表面採集
陶  器
土瓶 (注 口)

④

Θ
暗茶褐色
黄褐色

注口・身の接合部にるもの円子しを穿つ,
注目の下面無釉,胎土赤褐色で長石含む

薩摩系

1-105 40-105 表面採集
陶  器
土瓶 (注 目)

明褐色
① 滑沢あり,内面の身'注目の接合部に0°0の小円:しを

穿ち,その上面の一書|は露胎
薩摩系

41-106 40-106 2-5 1 陶  器
土瓶 (注 目)

紫褐色
胴部と注口の接合部にども形の小子Lを穿つ ,

胎土は暗灰褐色
薩摩系

41-107 40-107 5-2 1 陶  器
土瓶 (注 目 )

茶褐色
身・注園の貼付部分に上下楕円形の二子しを穿つ

胎土赤褐色
薩摩系

1-108 40-108 1-131 器
厠紙

陶
土 色

色
茶
褐
黄
明
暗
④

⑪
脚貼付,lll附近に煤付着,胎土赤褐色,
自色鉱物混る

薩摩系

1-109 40-109 2-5 1 陶  器
土瓶 (底 )

④

Θ
黒褐色
明褐色

④ 下面より碁笥底状の部分は無釉,上面は黒褐色利|
O褐色釉,胎土は灰褐色で黒色鉱物多混 薩摩系

1-110 40-110 5-7 1 陶  器
急須 (蓋 )

④ 濁白色
〇灰オリーブ色

① 縁に重圏線,沈線内のIlllは 灰緑色,小貫入入る
Θ 無釉ロクロロ痕,造 り出し鏡欠損

薩摩系 ?

40-111 表面採集
器
利

陶
徳

④ 淡灰茶色
⑪ 灰色

Θ ロクロロ痕,胎土は暗灰色
で精良,俗に小サメ肌

薩摩系
(龍 Fl司窯)

1-112 表面採集
陶  器
徳利 (身 )

① 淡灰茶色
O明褐色

内面にロクロロ痕,上と同一個体 ?
俗にガヽサメ肌

薩摩系
(龍門司窯)

T ab.8 包含層出上の近世国産陶磁器一覧表

(5)近世の国産陶磁器 (F ig.40・ 41, PL.39・ 40) 肥前系磁器 (⑩・⑪),在地系の陶磁

器 (⑫～⑩)の 23点 を表示すると次のようになる。
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Fig.40 包含層出土の国産近世磁器
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Fig.41 包含層出上の在地系近世陶器
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挿 図 図 版 区・層 器  種
測 定 値 (cm)

色 調 石 質 備 考
長 (最大) 幅(最大) 厚 重量(9)

42-113 3-5 1V 石  鏃 0.45 灰黒色 頁岩
先端の角度30°
片脚欠損

12-114 -1-15Ⅳ 上 争J 片 半透明黒色 黒曜石 全体パティナ

12-115 41-115 -1-151V 象」 片 不透明黒色 黒曜石 不純物混る

3-116 42-116 5-7 Ⅳ′ 石 斧 (12.20) 167.41 灰茶色 安山岩 打製
基部(上 )欠損

3-117 42-117 2-6Ⅳ 敲  石 5.20 4.00 166.66 淡灰褐色 砂岩
片面浅い凹み
側面に敲打痕

42-118 3-8Ⅳ 敲  石 167.16 淡褐色 砂岩
側面敲打痕欠失
片面欠失

44-119 43-119 0-111 石  斧 灰茶色 砂岩
磨製
基部(上 )小片

44-120 43-120 表面採集 砥 石 3.55 3.05 18.56 黒灰色 買岩 全体磨痕あり

44-121 43-121 2-151 石 鍾 (3.95) 32.66 淡灰褐色 砂岩 側面に挟り

44-122 43-122 -1-141 砥  石 5.00 26.38 赤褐色 F■石
上面使用,窪みあり
側面の一方に線刻 二次的に被熱

44-123 43-123 試 2T I 礫器状 5.20 45.50 洗灰色 砂岩 石匙状

(6)石 器類 (F ig。 42～ 44, PL.41～ 43) 原形を窺うものは僅かであるが,既存部を実測し

掲示すると下表のとお りである。

T ab.9 包含層出土の石器類一覧表

為1撫

贔―≪一諺

袋一′81-感]をζ
115

Fig.42 包含層出上の石器類 (1)
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Fig.43包 含層出土の石器類 (2)
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(7) 金属器類 (F ig.45, PL.44)

鉄鏃 (②) 表面採集で,土層など不明であるのが遺憾である。いわゆる柳葉式に属 し細い茎が付

く。鋒の上半を欠損 しており,刃部は鏃身の両側縁で尖っている。錆の付着により保存状態は良好で

ないが,身幅1.4cm,厚 さ0.4cm,茎 の幅0.4cm,厚 さ0.3mを測る小品である。なお通常みられる茎の

本質繊維などは確認できなかった。

鉄釘 (⑭・⑭) ②は 8-13区 I層 より出土した。巻頭釘と推定されるが,頭部・脚部を失ってい

る。錆の付着が著 しいが,残長4.8cmを 計る。⑭も同様の巻頭釘と思われる。 8-14区 I層 出上の錆

付であるが,長さ5.3cm,頭幅0。 7cmを 測

る。

煙管 (⑫) 表面採集である。雁首の

み存し,吸口は出上 しなかった。火皿の

部分と取付部とが剥離 している。また灰

叩き部は吸がら落としの叩痕がみられ,

緑錆化 も進捗 している。

②は鉄製品で緑錆が沈着 しており,腐

蝕が甚だしい。刀装具とも思われるがい

まのところ不明である。 8-14区 I層 よ

り出土 した。
多

128

0                                                                        1 0cm

Flg.45 包含層出土の金属器類
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Ⅳ口小 結

(1)包含層 0遺構内出土の縄文土器について

縄文土器は主に第Ⅳ層 (御池降下軽石層の上)か ら出土 しているが,大半は破片資料で,全形を知

り得るものは少ない。それらの所属時期は後期から晩期にかけてのものである。次に示す 4つ の段階

に分け,従来の型式名と対比させながら見てみたい。

〈後期中葉〉

34～ 37は ,その胎土・器面調整 (貝殻条痕)が共通している。34,35に 見られる三枚貝等の腹縁部
による刺突文や,37の 凹線文の手法から,市来式土器 (誰 1)に該当する。

39～ 44は胴部から「く」の字に外反して,内彎する口縁部に至るもので,日縁端部と胴部に文様帯

が設けられている。42は波状口縁の頂部にあたり,刻みが見られる。44は害Jれ口に観察される空洞の

形から,土器製作時において粘土にドングリ類が混入していたものと思われる。SF-1出 土の11を
含めて,こ れらの土器は,沈線文間に磨消縄文が認められないものの,いわゆる西平式土器 (註 2)

あるいはそれに前後する時期のものであろう。

38は唯一の縄文施文土器で,色調・胎土が他の上器と比べて異なっている。当該期の磨消縄文土器

(註 3)で あろう。

〈後期後葉〉

46は本遺跡出土の有文土器の中で,底部を除いて唯一全形をうかがうことのできる資料である。口

縁部が肥厚し,胴部が膨らむもので,口縁部外面と肩部に凹線文や凹点文を施している。外器面は口

辺部が横方向に,胴部以下が縦方向に研磨されているが,ス スが付着しており,煮沸容器として使用

されたものと思われる。この上器は鹿児島県末吉町の中岳洞穴で出上した中岳 2類土器 (註 4)に類
似しており,黒色磨研土器様式 (註 5)の在地形態と考えられるが,その編年的位置付けについては

後期後葉から晩期前半まで幅があり,明確ではない。本資料に関しては,中岳 2類土器群の中でも古

段階 。後期後葉に納まるもの考えられる (註 6)。 45は El縁部に文様がみられないが,当該期の所産

と見てよいであろう。なお52,53は この時期の粗製土器の可能性がある。

〈晩期前半〉

47～ 51は器内外面ともに研磨された浅鉢形土器である。日唇部は玉縁状につくられ,51に はヒレ状

の突起がみられる。黒川式土器 (註 7)に該当する。当遺跡においては,こ れらに伴う深鉢形土器が

不明確で,該当する資料を見出だせない。SC-1出 上の 1は ,こ の時期の椀形土器である。
(晩期後半〉

54は ,口縁端部に指先による刻みが施されているもので,口縁部の肥厚は粘土紐の貼りつけによる

ものではないが,いわゆる突帯文系土器 (註 8)と 判断した。 (乗畑)

註 1 河口 貞徳

本田 道輝

「南九州後期の縄文式土器」『考古学雑誌』第42巻第 2号

「市来式土器」騨電文文化の研究』 4 縄文土器Ⅱ 雄山閣
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註 2 小林 久雄 1939

註 3 松永 幸男 1989

註 4 河口貞徳編 1980

註 5 島津 義昭 1989

註 6 乗畑 光博 1989

註 7 河口 貞徳 1952

註 8 山崎純男・島津義昭

「九州の縄文土器」『人類学先史学講座』第11巻

「九州磨消縄文土器様式」野電文土器大観』 4

『中岳洞穴』 末吉町教育委員会

「黒色磨研土器様式」雅電文土器大観』 4 後期

「東南部九州におけるある縄文土器の型式組列

児島県考古』第23号

「黒川洞窟発掘報告」『鹿児島県考古学会紀要』

1981 「九州の土器」 %電文文化の研究』 4

特輯 土器の研究

後期 晩期 続縄文 小学館

晩期 続縄文 小学館

一中岳Ⅱ式土器の再検討―」

第 2号

縄文土器Ⅲ 雄山閣

(2)遺構内出上の弥生土器について

SC-2出 土土器 (3～ 7)

3～ 7は甕である。これらは,突帯の本数や刻目の有無に違いが認められるものの,いずれも胎土・

色調等は似通っており,同一時期の所産と見てよいであろう。また, 3を 除けば,器面にヘラ様の工

具によるミガキ状の調整が行われている。 6と 7は図上で完形に復元できた資料で,日縁部と胴部に

2条の近接 した突帯がめぐっている。 6は 口縁部内倶1に部分的に小さい張 り出しを持ち,底部は厚 く

張り出す。 7は内彎気味の口縁部上面に突起を持ち,胴部の突帯をはね上げている。 3は胴部の突帯

をはね上げて口縁部の突帯に接続している。 6と 7の類例は鹿児島県鹿屋市榎木原遺跡で出土してお

り (註 1), 7は 器面調整においても共通している。榎木原遺跡では前期末から中期初頭に位置付け

られている。

SC-3出 上土器 (8, 9,10)

9と 10は甕である。両者の外器面を観察すると, ともにススが付着 し,煮沸容器であったものと認

められるが, 9は褐色を呈 し,厚手で,ナデ調整であるのに対 し,10は灰白色を呈し,薄手の器壁で ,

ハケメが見られる。また,底部には脚台がつき,そ の内面は丁寧にナデられる。10は カクセン石を多

く含む胎土から,移入土器と考えられる。現段階で,その製作地の詳細な断定は出来ないが,日縁部

がやや厚い点を差 し引 くと,日縁部上面をくぼませる特徴や脚台の形態等が熊本県の黒髪式上器 (註

2)の甕に類似 しており,おおむねその方面から将来されたものと推定される。 9は底部を欠いてい

る。日縁部を強 く屈曲させ,その先端を玉縁状に仕上げており,胴部はふくらむ。胴部の突帯は指で

つまんで貼 りつける際の指頭の圧痕を残 している。突帯の外見は薩摩半島の中期中葉の入来遺跡第 4

類土器 (誰 3)や 中期後半の一ノ富式土器 (註 4)の特徴に類似 しているが,口縁部の断面形は異なっ

ている。玉縁状の口縁部形態は,同 じ都城市内の下水流町築池遺跡の採集品と祝吉第 2遺跡第13号住

居出土土器 (註 5)に類例を見ることができ,資料が少ないものの,都城盆地の地域色と考えられる。

8はいわゆる広口壺の口縁部である。胎土にはウンモを含み,外器面はよく研磨されている。

当遺構の出土土器は当該地域と他地域との併行関係を知る上で,興味深い一括資料である。現状で

は,9の ような甕の取 り扱いに苦慮するが,中期中葉から後葉という時期幅の中でとらえておきたい。

味 大田)

『鹿
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註 1 鹿児島県教育委員会 1987 『榎木原遺跡』鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書 (44)
註 2 乙益 重隆 1964 「中九州地方」『弥生式土器集成』本編 1

註 3 河口 貞徳 1976 「入来遺跡」『鹿児島考古』第11号

註 4 河口 貞徳 1951 「一ノ宮遺跡報告」『考古学雑誌』第37巻第 4号

この報文中では,大隅式土器として紹介されているが,その後「一ノ宮式土器」と呼ばれるように

なる。

註 5 都城市教育委員会 1982 『4/5吉遺跡』都城市文化財調査報告書第 2集

(3)包含層出上の弥生土器について

本遺跡出上の弥生土器はその点数・器種ともに多いとは言えないものの,こ れまで材料が不足 しが

ちであった都城盆地における前期から中期にかけての土器編年を考える上で,注 目すべき資料が得 ら

れている。

56は ,いわゆる「亀ノ甲タイプ」の甕に類似するが,日縁部の突帯は若干肉厚で,丸みを帯びてい

る。さらに器面調整も工具によるミガキ状のもので,ハケメあるいはナデ調整を基本とする「亀ノ甲
タイプ」 (註 1)と は異なっている。57と 58や SC-2出 土土器の調整も含めて考えると,当地域の
在地手法であるものと考えられる。

ところで,宮崎県における「亀ノEFタ イプ」の甕は東郷町下水流遺跡 (註 2),高鍋町持田中尾遺
跡 (註 3),新富町鐙遺跡 (誰 4),宮崎市保木下遺跡 (註 5),高崎町今村遺跡 (註 6)等で見つかっ
ており,鐙遺跡を除くと,こ れらはいわゆる下城式 (誰 7)の 甕と同一包含層内で一緒に出土してい

る。これらの事例について,石川悦雄氏は,「亀ノ甲タイプ」の甕と下城式の甕の分布圏が対峙する
という従来の見方 (註 8)を 否定した上で,弥生文化の日向への流入過程を知る重要なポイントであ
ると指摘 している (註 9)。 また,面高哲郎氏は保木下遺跡出土土器の分析を通して,「亀ノ甲タイプ」
の甕は東九州ルー トで流入 したとしている (註 10)。 今までに,「亀ノ甲タイプ」として一括されてい

る資料群は,前期から中期までの時期幅があるものと思われ,今後,細分していく必要があろう。
57と 58は甕であり,先述 したSC-2出 土資料に類似 している。57は 口縁部に 3条の刻目突帯をめ
ぐらせる。また 2条 の胴部突帯は口縁部突帯に接続され, さらに口縁部上面まで上げて, 2個 の突起

を作 り出している。 El縁部突帯と胴部突帯の間の外器面には,暗文風のミガキが施されている。57な

どに見られる突帯の多様化は,宮崎県内では東郷町下水流遺跡,高鍋町持田中尾遺跡,新富町鐙遺跡 ,

宮崎市保木下遺跡などで,ま た鹿児島県内では志布志町片野7同穴 (註 11),末吉町井手ノ上遺跡 (註 12),

鹿屋市榎木原遺跡 (註 13),根 占町貫見原遺跡 (誰 14),吹上町入来遺跡 (註 15)な どで見つかってい

る。これらの遺跡出上の土器群の年代は,弥生時代前期から中期の間に納まっている。さらに, SC
-2出上の 6に見られるような口縁部に近接 して 2条の突帯をめぐらせる例は入来遺跡以外の上記の
遺跡で見ることができ,東和幸氏の指摘 (註 16)の とおり,薩摩半島を除いた東南部九州の地域色とと
らえてよいであろう。
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55は壺である。胎土は細粒で,内外面ともに研磨されている。胴部は球形をなすものと思われ,日

縁部を欠いているが,頸部に至る部分に沈線状のくぼみが観察される。57と 58の甕や SC-2出 土の

甕とセットをなす可能性がある。

上記の土器群と同じ都城盆地の今村遺跡の資料とを比較すると,後者の上器には,器面調整にナデ

やハケメが見られ,El縁部の亥J目 突帯に垂れ下がり気味のものが含まれている点など前者とは相違点

が認められる。両者の差異は時期差を示すものと考えられる。今村遺跡は中期前半に位置付けられて

いるが,突帯の特徴等を考慮すると,本遺跡の土器はそれよりも古 く位置付けられよう。今回は,56

の「亀ノ甲タイプ」も含めて,前期後半という編年観を示 しておく。さて,南九州の前期土器の編年

は,鹿児島県においては薩摩半島西岸の資料を中心に組み立てられている (護 17)。 一方,宮崎県に

おいては宮崎平野部を中軸とした序D~llが試みられており (註 18),当然ながら,両県の県境 (旧大隅

国と旧日向国の境)に位置する都城盆地の資料を短絡的にそれらの編年に対比するのは困難を伴う。

今後は地域色に注意 しながら,小地域ごとの序列とそれぞれの伴行関係を検討 していく必要がある。

61,62,64は 甕である。逆「 L」 字形の口縁部形態や胎土中に含まれるウンモ等,特徴的な一群で

ある。セットとなる壺を探すと,59,60な どがあげられよう。これらは従来,中期中葉の段階に位置

付けられており,河口貞徳氏の南九州第IV様式 (註 17)に ,石川悦雄氏の画期 (註 18)に あたる。63

は回縁部に幅広の三角突帯を持つが,胎土・器面調整等からこの時期に含めて良いであろう。

65,66は甕の底部である。前者はハケメが観察され,胎上にウンモは見られない。中期後半あるい

はその前後に位置付けられる。66は後期の所産と思われる。 (茉畑 )

誰 1 藤尾1真一郎 1991 「水稲耕作開始期の地域性」『考古学研究』第38巻第 2号

註 2 東郷町教育委員会 1987 『赤松遺跡 `下水流遺跡』東郷町文化財調査報告書第 1集

註 3 高鍋町教育委員会 1982 『持田中尾遺跡』

註4 新富町教育委員会 1983 『鐙遺跡』新富町文化財調査報告書第 2集

註 5 宮崎県教育委員会 1986 『保木下遺跡』

註 6 宮崎県教育委員会 1979 「今村遺跡」『九州縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書』(3)

註 7 小圏富士雄 1958 「下城式土器考」『白潟遺跡』

註 8 小田富士雄 1983 「九州」『弥生土器』 I ニューサイエンス社

註 9 石川 悦雄 1984 「宮崎平野部における弥生土器編年試案一素描 (Mk。 2)」 『宮崎考古』第 9号

註10註 5に同じ

誰11 河口 貞徳 1967 「片野洞穴」『日本の洞穴遺跡』平凡社

註12 末吉町教育委員会 1989 『井手ノ上遺跡』末吉町埋蔵文化財発掘調査報告書 (8)

註13 鹿児島県教育委員会 1987 『榎木原遺跡』鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書 (44)

註14 根占町教育委員会 1989 『貫見原遺跡』根占町埋蔵文化財発掘調査報告書 (7)

註15 河口 貞徳 1976 「入来遺跡」『鹿児島考古』第11号

註16 註12に 同じ
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註17 河口 貞徳 1981 「新南九州弥生式土器集成」『鹿児島考古』第15号

註18 註 9に同じ

(4)桜島に起源を有する文明Tephraの年次について

桜島起源の古期火山噴出物については従来,地質学などの分野より組成物質の分析や分布圏の研究

が進められている (註 1)。 文明期のものは,そ の存在は認めつつ も一般的には看過されてきたよう

に思われる。つい最近まで鹿児島県北東部の該期降下軽石を,安永期のものと見誤られていた一例な

ど,そ の例証といえよう。

先年,福山氏は野外調査を主体として,文明期の分布範囲を推定されている。それに拠ると,桜島

を起点としてその北東部に主軸を設定し,その堆積分布圏は,福山町 (鹿児島県姶良郡)の画部を中

心とした分布域となっている (註 2)。 その後,成尾氏は末吉町 (鹿児島県曽於郡)の「真方入口遺跡」・

「箱根遺跡」などの層序を鉱物・粒度組成より比較されて,前者ではその第 2層 を文明期降下軽石と

分析 し,さ らにその遺跡より東南約20km離 れた後者では,該期の堆積物は確認できなかったとしてい

る (註 3)。 これに従えば,福山氏説よりさらに東部までこれが分布 しているということになる。

一方,宮崎県のこれに相当すると考えられる降下軽石は,その依るべき資料に接 しないが,宮崎市

内まで分布するやに聞いている。管見では都城市松原地区第 I・ Ⅱ遺跡 (註 4)お よび同市大岩圏村
ノ前遺跡・都之城取添遺跡において,前記の成尾氏同様に第 2層 においてこれを確認 している。従っ

てその分布圏は北東部にさらに拡大するものと推測される。

該期の降下軽石は,当地でも表土 (耕土)下 (平坦部の場合,最上層)に堆積 している事実や,調
査の重点が縄文・弥生期に置かれ,い きおい地質学的研究の主眼もまたそこに向けられ,か くしてこ

の年代の若い地層は閑却されがちであったことは否めない。おそらくこの方面研究の遅滞の一因も,

そこらに存 しているように思われる。

特にこの層の存在は歴史考古学上,遺構・遺物の年代観,編年はもとより,その年次を確定するこ

とによって,絶対年代にも迫れる可能性を有し,特 に文字資料の少ない地方の中世考古学研究に重要

な意味をもつものといえよう。

従来,地質・考古学研究者は文明降下軽石の年次の典拠に,漠たる認識しかもたず,単に「文明年

間」または「文明 3-8年 」とするのが殆どのようである。これは多分,近世成立の地誌類 (誰 5)
や県史の類 (註 6)に依拠 しているものと推測される。そこで既述の安永期のにの轍を踏まぬために

も,ま た当地方の歴史考古学研究を進捗させるためにも文明何年であるのか,その年日付を確定する

必要があろう。いま古文献を渉猟 して,こ れの検討を加えることとしたい。これを要括してみると次

表のごとくである。
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番号
暦
月
西
号

＜

年
事 原  拠 出  典 備  考

1
(AD. 1471)
文明 3・ 9・ 12

向島黒神村燃出ル,人民多死 桜島土池田氏蔵年代記 前編旧記難録り‖
‐
九
近世後期成立
島津家本に依る

2
(1475)

文明 7・ 8・ 15
向島之内野尻村燃出ル

3
(1475)
文明 7・ 8・ 21

島津之稲荷之御遷宮 武久公御代官に,宮丸殿孫子之鶴丸
殿,御へい取申され,穎娃諸事取なされ候,

1日記(史料名不明)
,「地知委安
管窺愚考

原拠は中世
近騰後期成立

4
(1476)

文明 8・ 秋
火起焚島,畑雲族也,塵灰散也,青茅之地,忽変自沙堆,
治桑之嘆,(下略)

島隠漁唱
釈桂庵

島隠漁唱

中世後期成立
島津国史・
三国名勝図会にも引用

5
(1476)
文明 8・ 9・ 12 螢「掌辱希塁|力言3草合

九三]受機努験準仝高1需茂姦百)、ヽ観般響境熱
福昌寺年代記
黄套 1日記 川辺人高良
ll人 家蔵年代記

は1本正乱
島津国史巻之十二

近世後期成立

6
(1485)

1鴨摯テ
・夏 奉再興八幡大菩薩霊一宇与薩摩守国久,赴飲肥戦場之日,

粛詣予祠下,積年不修,大敗難起,
島陰lll著

夕l知 地季安

管窺愚考
原拠 は中世

Tab=10 文明期に於ける桜島噴火に関する古文献一覧表

ただ原拠の中で善本の伝存するものは,史料No 4の みであり (註 7),他はその写本すら詳かでない。

従って原史料によるこれの厳正な批判には,自 ら限界があることを予めおことわりしておきたい。

No l・ No 2の 原拠は文体よりおそらくNo 5所 じ|の 「福昌寺年代記」あたりの抄記ではないかと思料さ

れる。No 5に はNo l・ No 2の原拠を掲げず日付のみが一致している。これについては疑問も残るが ,

しかし文明三・八年を誤写することは先ず考えられないであろう。No 5は もっとも多 くの史料を引き,

それらを勘案して記載したことが推知されるが ,原拠史料の伝存の有無が不明であること力゙階しまれる。

そこでこれら近世後期成立の史料を一応除外すると, もっとも信憑性の高い史料は,No 4の桂庵玄

樹の『島隠漁唱』ということになる。この古記録には噴火の日付は不明ながら『文明八年秋』として

おり,こ れは先ず間違いないものと考えてよい。これには, また次のような噴火に関わる彼の漢詩が

載せてある。

烈火曽燎一島来,桑 田碧海総休猜

去年澗底草深虎,七里平原沙作堆

とあり,当時の火山活動の峻烈さや降砂が広域にわたったことが推察され,こ の文明 8年の噴火が最

も大規模であったが故に,斯 く特記されたのであろう。それを裏付けるように,遺跡での降下軽石は

シャープな形で存在 している。

次に都城での管見に及んだ文明年間の史料を参考に掲げてみた。史料No 3は文明 7年 8月 21日 ,都

城郡元の稲荷神社遷宮に関わる珍しい記録である。これは島津武久 (守護忠昌の初名)が大檀那とな

り,代官は宮丸氏,その孫子の鶴丸が御幣役を勤め,穎娃美作守兼政 (薩摩国穎娃郡・揖宿郡の一部

領主,伴姓穎娃氏初代,島津本宗の御内)が諸事に当たっている。当時「島津稲荷」と称 しているこ

と,ま た末吉まで在地勢力を有した宮丸氏, さらに肝付本宗二男の穎娃氏のこれが関与など注目され

よう。島津本宗家によるこの遷宮が如何なる動機によるものか不明であるが,忠昌の元服あるいは桜

島噴火などの天変地異 (予兆)も その一因ではなかろうか。史料No 6は文明17年夏,守護忠昌の命に

より都城より島津国久 (薩州家)。 同忠廉が飲肥 (新納氏)の救援に赴く時,都城の八1番神社 (註 8)

が既に荒廃 していたことを示すものである。この神社は長享 3年 (1489),島 津国久 。同忠廉が願主

となり,司役助工には権大僧都宝寿坊快扶が預 り修復されている。

この他,かつて都城郡元の上之坊に安置されていたという阿弥陀如来像の銘に,「 日向州島津院円
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福寺阿弥陀如来,奉造立,文明十六年甲辰,六月十五日,信心大願主,……作者快扶」とみえている

(註 9)。 この仏師はNo 3史料に見える宝寿坊と同一人と思料される。それはともかく,該期に寺社

などの修復の記録が散見することは注目されてよい。

如上の史料は該期に関する噴火の直接の記録ではないにしても,今後文明降下軽石の分布主軸に沿

う地域での該期前後の紙本・金石史料の集積が勢証のためにも必要と思われるのである。

註

1 古文化財編集委員会編『古文化財の自然科学』1984・ 7(K同朋舎出版)。

2 福山博之「桜島火山の地質」 (『地質学雑誌』84,1978所収)。

3 成尾英仁「曽於北部における火山灰層序と土壌組成について」 (末吉町教育委員会『末吉町埋蔵文化財

発掘調査報告書(3逸 1985・ 5所収)。

4 都城市教育委員会『松原地区 I・ Ⅱ・Ⅲ遺跡』1989・ 3。

5 五代秀尭 。橋回兼柄『王国名勝図会』巻之四十三。

6 鹿児島県『鹿児島県史』第一巻,1939・ 4。

7 桂庵玄樹『島隠漁唱』,「島陰集」とも言う。三巻三冊本で慶長初年の書写本を数本伝える。東京大学

史料編纂所他。

8 伊地知季安は『管窺愚考』に,「郡元村八幡再興棟本L」 として,史料No 6と ほぼ同文で無年紀の北郷忠

相代の棟札写も併戴している。郡本の八幡社は寡間にして知らない。都城安久の誤りか。

9 都城島津家『荘内地理志』巻之十。

(5)日 向国における古代・中近世の道路状遺構 (基底部にPitを伴う)をめぐる諸問題

先年,都城松原地区第 1・ Ⅱ遺跡を調査 している際に,初めて規矩性を有 し,Pit列 を伴 う道路状

の硬化面 2条 に遭遇 し,こ れよりこの種遺構に少なからぬ興味をもつようになり,こ れらは特殊なもの

ではなく,普遍性を有するものとも思料されたが ,その割には報告事例が僅少に過ぎるのは,或いは存

外に見逃しているやにも思われるので ,自戒を含めてこの種遺構についての卑見を述べてみたいと思う。

管見に過ぎないが,旧 日向国に限定して,類似の遺構を各遺跡の報文に採 り,その類型化を試みた

のが下表である。遺構の平面観・規模 。年代観などは後日を期したい。

類 型 横 断 面 形 態 模 式 図 特 徴 事 文  献

A

I
長楕円Pit主軸に直交,
最深部に直列

宮崎県都城松原地区第Ⅱ区
遺跡 2号溝

註 ]

Ⅱ
溝1人の深い掘形を有し,円 。楕
円形Pたが主軸に直交

宮崎県都城大岩田村ノ前
遣跡SFl

B I
両端 は双円状 を呈する,路面に
並列

宮崎県前畑遺跡
宮崎県都城松原地区
第1遺跡11号溝

註
誰
同

I
長楕円Pitは主取1に直交,法肩
に小溝力ヽ半走する

宮崎県iL野原遺跡
宮崎県都之城取添遺跡
大溝-2,溝-2

註 3

T ab.11 基底部にPiJJを有する道路状遺構の掘形諸類型
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A類 を I型 とⅡ型に類別してみた。I型は掘 り方が浅 く,Pitも 含めて遺構内の全体が硬化 している。

周辺には中世の遺構 (館址)が存在する。後者は地形に関係なく掘形はⅡ層 (黒色有機上層中)よ り

明瞭で,硬化面はパ ミス混入のローム質の上層,ま た底面に行 くほど硬度を増す,Pitの 填土も硬いが ,

基底部の覆土との識別は容易である。掘形もPitも 椀状を呈する。なお近縁には中世の遺跡 (古城力L)

などがある。

B類 I型 掘形が明確でなく硬化帯と,その中に窪みが縦走する。附近には近世の溝状遺構などが

みられる。

C tt I型 掘形が浅く,こ の外縁に沿って小溝が伴走している。近 くに中世の遺構 (寺院址など)

が確認される。

次にこのような遺構についての存念を記することとする。掘形の確認はその遺跡の保存状態や地形

にも左右されるが,当時の生活面との関連が重視されるべきであり,ま た掘形の深浅は調査者 (担当)

の検出面の把握の仕方に大きく関わってこようし,硬化面がすなわち道路の幅員と見411す ことも慎重

を要しよう。さらに周辺遺構とのセット関係や補修,重複,改変の有無やその敷設,存立,廃絶期の

年代設定,要因も重要である。これらは至難な分野であろうが,覆土や包含遺物など今後きめ細かい

調査が求められよう。

ともか くその性格・機能を考察する場合,単に形態に限らず,硬化面,Pit,お よび覆上の科学的

分析が不可欠となろう。行政調査では多 くの困難を伴うが,遺構の点より面への拡大追求が必要であ

ることは言を侯たないであろう。また遺構の傾斜面の窪みを単絡にPitと 見まがってはならない。こ

れは近代の事例に徴 しても言えることであるが,例 えば従来の階段状の施設が,自 然的にPit状 に淘

汰形成される場合 も,十分想定しうるからである。

このような遺構の性格,機能であるが,未だ決定的な説には接することができない。先年,北郷氏

は前掲 B類 I型の遺構を,近世の「木馬道」に見立て「作業道」説を唱道されている (北郷泰道「東

大寺虹梁と日向」『えとのす』32,1987所収)。 これは興趣をそそられる創見であり,傾聴に値 しよう。

ただ上表 A一 Ⅱのごとき平坦部まで溝状を呈する遺構は上記の説で律せられないであろう。これらは

一地域の特殊な事例ではなく,普遍的に存在するものとみれば,今後,さ らに精緻な調査による類例

の増加と,既述指標への科学的アプローチに期待を繋げたい。

ともか くこの種の遺構が,幹線であれ枝道であれ,該期の優れて人的営為の所産であるが故に,地

域史解明の資料たりうるはもとより,ひいてはわが国の土木技術史 。道路交通史上も閑却されてはな

らない重要視すべき遺構と思うのである。

註

1 者5城市教育委員会『松原地区第 I・ Ⅱ・Ⅲ遺跡』1989。

2 宮崎県教育委員会『九州縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書』1979。

3 宮崎県教育委員会『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書第 2集』1985。

大岩田村ノ前遺跡においては,縄文晩期の竪穴状遺構 (SCl.竪 穴住居l■ と推定)1棟 ,弥生前

期末～中期後葉の竪穴状遺構 (SCl・ 2)2棟 を検出した。また 3千余を数える P it群 は,その性
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格や年代など特定できなかったが,縄文時代にまま見られる特殊遺構ではなく,おそらく縄文・弥生

期の集落址と推定が許されよう。遺物・遺構は僅少ながら,該期のそれは当台地の東縁に顕著であり,

これの立地を暗示 しているごとくである。また弥生前 。中期の遺物・遺構は,当地の事例少なくその

編年に有用な資料を提供 した。

さらに道路状遺構の SF6は ,縄文末期のものと推定され,その検出面より当時の生活面を推知す
ることができた。そして時代不明のものも含めて,こ れらの枝道的遺構は主軸の方向によって,台地

の南辺より上り勾配で北に走行するもの, また東縁より西側に走行するなど,そ れらはPit群 ,竪穴

遺構と密接な関係にあったことが窺われよう。

中世の道路状遺構 (SFl)は ,割合にその規模が大きく,こ の形態は従来の底部にPit列 を伴 う,
この種の事例とは若干おもむきを異にしている。敷設の年代は不明ながら,文明 8年 (1576)秋の桜

島噴火の降下軽石に餃われてよりは,完全に廃絶 したことだけは確かである。この降下軽石層直下の

黒色土層よりは,平安時代の須恵器片や中世のヘラ切 りのカワラケ類,須恵質の遺物が包含されてい

た。これらは各地点包含層のそれぞれの遺物に対応するものであリセット関係として把握される。こ

れらのうち中世の須恵質のものは13C後半頃とみている。同じく最下限の遺物では,14C中葉の中国

青磁片に求められる。因みに確実な史料に依れば,当地の大岩田城が落城 したのは暦応 2年 (1339)

4月 13日 であり,文明堆積層直下の遺物とほぼ年代が符号する点は見逃せない。この遺構はこの頃ま

では,そ の機能を有 していたのではなかろうか。

ともか くこの遺構は公的といおうか,あ る権力の関与なしには,その管理・維持は困難であった筈

であり, この廃絶は既述の自然的要因を契期としながらも,既存の権力者の凋落,ま た新たな封建的

ヒエラルヒーの形成なども視座に入れて考察する必要があろう。

次いで15C中葉～16C末の中国青花類・カワラケなどの遺物は,当時の地域権力者の被官の存在を

物語っていよう。当地に員Jし て言えば,都之城 (北郷氏)を 中心とする在地家臣団の形態が窺えるよ

うである。またこれに続 く近世後期の肥前系磁器類は,や はり近世武士階級の生活用品であろうし,

さらに近世末期の薩摩系の陶器 (黒物)の存在は,一般的にいって庶民の日常用品であろう。ともか

く調査区のこれら歴史時代遺物の散布形態のありようは,こ れらの荷い手といおうか,その使用者の

本拠地が当遺跡の西側に求心 (字「村ノ中」)が存在 したのではなかろうか。

欄筆するにあたり,本稿が諸般の事情で遷延 し,文化課および印刷所の方々に多大のご迷惑をおか

けしたこと,衷心よりお詫びする次第である。また残暑厳 しい時節より朝霜を踏むころまで作業に専

念 して下さった多 くの方々にも厚 く御礼申しあげたい。
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SC 3Pitの検出

SF6Ⅳ′層を掘る

記念撮影 (I ttSP前 )

一-64-一



い 進 AT国 ⑧



鶴1穏警仄511騨 「111■11‐
‐
|・ ||||■■■■|■■■|■|■1蘊

豪[鸞■|1還711ihllT楊 |::な嗜ijtttr癖 亀讐・"に・` Fi … '1ホ 1■
すヽ1畿

1‐摯|1lkl11髪鏡》1笏レ:∫ t‐ 1髯≧「lrillプ .麟 ヽ‐:"鸞
.ギ
ー‐ ■ |｀ 証 |.I摯 11,F‐ ヽ■11‐ ||・ ● 本 |,1‐議、1 

‐
  撼

「・蘇:」瑣1屏1議1骰|ぎ:椰●|ぶ 11・ 1).崚二t l饂静lti‐ liよ岬逹:計1骰]:檬■
‐ κ_ | …`       '  l   o)絨 ‐    

“

||ヽ‐ ― ||■ ■|||■ ||■ | |||ど ||| |‐ 滅|■ 1蘇 1 ‐||11111■覇 |.摯

磁:|||1鐸

ΦII II[=■111ili怪ドjピ
=.ず

|1lζ

・
R島lは1麟 l∫ 11ド

i雖●メ麒ざり||∫IFiに :ζず踪炉:)||lllは恣i胚‐―をヽ中 i.:■・ξ

5:鑽IIm珀:は,鰤‐毎燒袂111.11鞣i襲旗マ1篠‐t慶鰤|■1饒亀鸞|‐ |‐感ギ酸1警屏

聾トダ11警
=感
∫″軋rkFI璃17 ピl八囀参・■‐1ヽ1弛|■[.:f

砧贔|‐づギ絆51抒讐ゞ341写t=k眩‡:なふ逮IT:
匁|力1藁|1洟1,,外71肉.‐.IttЦ‐奪j

髪彦|■塩111警ξ鰤ヤl騨六聰
:=鑢
●ど 吻鑽に短｝

||1撃
.駐
鏃 |

一
一
一
・一鷹
一
”
豫
難
一

一・　
　
　
　
　
　
　
羅 一

難
一
ｍ
巖
一

|■1鸞
・
 ‐
■
‐
ジ

臀計

摯滲
‐

‐‐   .|||||.|||1崎麟

範臨姦1轟

=驚
濶編爾

PL.l lttSP o SC 2・ SFl完 掘状況
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PL.2 Ⅱ区SPoSC2・ SFl完 掘状況
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PL.3 Ⅲ区SPoSCloSFl～ 5完掘状況



PL.4 Ⅳ区SP完掘状況



PL.5 包含層遺物の出土状況 (上 :4-1区 ,中 :5-7区 ,下 :0-14区 )
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PL.6 SC l Pit内 縄文式土器の検出,SCl完 掘状況 (東 より)



PL.7 SC 2 Pitの 検出 ,遺物の出土状態



PL.8 SC2内 遺物の出土状況



PL.9 SC 2 Pit内 遺物の検出状況
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PL.10 SC 2Pitの 実測,同完掘状況 (西より)
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PL.1l sc 3遺物の出土状況 ,同 Pitの検出状態 (北より)



PL.12 sc3の 完掘状況 (上 :南より,下 :西より)



1隔
|||:1菫

111::|

|||:|| 
‐

PL.13 SF2(上 ),sF5・ 4土層断面 (西より)
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PL.14 sF6・ 7・ 8検出状況 (上 :西より,下 :北西より)
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PL.15 sFl覆 土の 須恵質陶器・Pit列の検出状況 (上 :南西より,下 :北東より)


